
明
治
二
八
年
の
写
真
術

│
│
『
京
名
所
写
真
図
絵
』
に
見
る
観
光
の
ま
な
ざ
し
│
│

岸

文

和

は

じ

め

に

明
治
二
八
年
﹇
一
八
九
五
﹈
四
月
一
日
、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
（
四
月
一
日
か
ら
七
月
三
一
日
ま
で
）
に
合
わ
せ
て
、
京

都
の
名
所
を
写
真
で
紹
介
す
る
最
初
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
広
池
千
九
郎
編
『
京
名
所
写
真
図
絵
』（
小
川
一
真
製
版
／
写
真
彫
刻

銅
板
、
便
利
堂
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
編
者
で
あ
る
広
池
千
九
郎
（
一
八
六
六
〜
一
九
三
八
）
は
、『
日
本
人
名
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
次

の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
�
。

明
治
・
昭
和
時
代
前
期
の
歴
史
家
・
教
育
者
。
慶
応
二
年
三
月
二
九
日
生
ま
れ
。
小
学
校
教
員
を
へ
て
、
明
治
二
八
年
東
京
へ
で

て
『
古
事
類
苑
』
編
集
に
従
事
。
四
〇
年
神
宮
皇
学
館
教
授
。
モ
ラ
ロ
ジ
ー
（
道
徳
科
学
）
を
提
唱
。
昭
和
一
〇
年
道
徳
科
学
専
攻

塾
（
現
麗
沢
大
）
を
創
設
し
た
。
昭
和
一
三
年
六
月
四
日
死
去
。
七
三
歳
。
豊
前
下
毛
郡
（
大
分
県
）
出
身
。
著
作
に
『
東
洋
法
制

史
本
論
』『
道
徳
科
学
の
論
文
』
な
ど
。

広
池
は
、
明
治
二
四
年
﹇
一
八
九
一
﹈、
故
郷
、
大
分
県
中
津
市
に
あ
っ
て
、
地
方
史
の
先
駆
を
な
す
『
中
津
歴
史
』
を
発
行
し
、
翌
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年
に
は
京
都
に
出
た
。
京
都
に
来
る
や
、
す
ぐ
さ
ま
学
術
雑
誌
『
史
学
普
及
雑
誌
』
第
一
号
を
発
刊
す
る
と
と
も
に
、
皇
室
研
究
の
出
発

点
と
な
る
『
皇
室
野
史
』
を
刊
行
、
ま
た
、
明
治
二
八
年
に
は
、
京
都
市
の
依
頼
で
、
平
安
遷
都
一
一
〇
〇
年
祭
に
あ
わ
せ
て
、
京
都
最

初
の
通
史
で
あ
る
『
平
安
通
志
』
を
編
集
し
た
。『
京
名
所
写
真
図
絵
』
は
、
そ
の
よ
う
な
広
池
の
歴
史
的
関
心
の
副
産
物
で
、
平
安
遷

都
一
一
〇
〇
年
祭
に
連
動
し
て
企
画
さ
れ
た
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
を
目
当
て
に
京
都
に
や
っ
て
き
た
観
光
客
に
、
数
多
あ
る
京
都
の

お
も
し
ろ
き

名
所
の
う
ち
「
極
め
て
有
益
に
し
て
�
怜
な
る
名
勝
」
を
「
僅
々
六
日
間
」
で
巡
覧
す
る
方
法
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
縦
九
�
×
横
一

二
・
五
�
ば
か
り
の
小
さ
な
携
帯
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
発
行
後
一
五
日
に
し
て
再
版
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
相
当
に

売
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
売
れ
た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
簡
明
な
編
集
方
針
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
一
六
点
の
図
版
の
う
ち
一
四
点
を
占
め
る
写
真
が
、
も
っ
ぱ
ら
「
見
る
」
こ
と
を

楽
し
む
│
│
写
真
を
通
し
て
す
で
に
見
／
知
っ
て
い
る
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
を
現
地
で
指
さ
し
て
確
認
す
る
│
│
観
光
の
ま
な
ざ
し
を
可
能

に
し
た
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
リ
（John

U
rry,

1946−

）
に
よ
る
と
、
近
代

に
固
有
の
旅
の
形
態
で
あ
る
観
光
旅
行
（tourism
）
に
お
い
て
人
々
が
追
い
求
め
る
の
は
「
旅
行
会
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
番

組
で
見
る
よ
う
な
、
一
連
の
写
真
的
映
像
」
だ
か
ら
で
あ
る
�
。
ア
ー
リ
は
言
う
�
。

旅
行
と
は
、
出
か
け
る
前
に
、
原
型
と
し
て
す
で
に
見
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
の
、
自
分
用
に
焼
直
し
た
も
の
を
、
現
地
で
指
差
し

て
、
そ
こ
に
確
か
に
来
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
作
業
に
結
局
な
っ
て
い
る
。
写
真
は
、
し
た
が
っ
て
、
観
光
の
ま
な
ざ
し
と
親

密
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
写
真
映
像
は
、
こ
れ
か
ら
ま
な
ざ
し
を
向
け
よ
う
と
し
て
い
る
場
所
に
つ
い
て
の
予
知
あ
る
い
は
白
日
夢

を
構
成
し
て
く
れ
る
。

『
京
名
所
写
真
図
絵
』
の
巻
頭
を
飾
る
一
六
点
の
図
版
と
は
（﹇

﹈
内
は
筆
者
に
よ
る
補
註
）、《
桓
武
帝
之
御
真
影
》、《
大
極
殿
応
天

門
﹇
平
安
神
宮
﹈》、《
嵐
山
﹇
渡
月
橋
﹈》、《
金
閣
寺
》、《
三
十
三
間
堂
﹇
仏
像
﹈》、《
知
恩
院
﹇
山
門
﹈》、《
下
賀
茂
﹇
正
面
鳥
居
﹈》、
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図 1 《下賀茂》『京名所写真図絵』
明治 28年

図 3 高さ 160� 15度上振り
表恒匡撮影

図 2 高さ 160� 水平 表恒匡撮影

図 4 高さ 160� 5度下振り
表恒匡撮影
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《
壬
生
狂
言
》、《（
西
）
本
願
寺
》、《
三
條
大
橋
》、《
島
原
》、《
伏
見
稲
荷
》、《
祗
園
祭
礼
》、《
清
水
寺
》、《
東
本
願
寺
》、《
第
四
内
国
勧

業
博
覧
会
》
で
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、《
桓
武
帝
之
御
真
影
》
と
《
壬
生
狂
言
》
の
二
点
が
手
書
き
の
原
画
を
も
と
に
し
て
い
る
以
外
は
、

す
べ
て
写
真
を
原
図
と
す
る
写
真
製
版
（
網
版
）
で
あ
る
。「
製
版
／
写
真
彫
刻
銅
板
」
を
担
当
し
た
の
は
、
明
治
二
六
年
﹇
一
八
九

三
﹈、
二
度
目
の
渡
米
を
敢
行
し
、「
網
版
製
版
用
の
器
械
と
共
に
始
め
て
エ
ナ
メ
ル
法
を
将
来
、
こ
ゝ
に
本
邦
の
網
版
法
は
殆
ど
完
成
さ

れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
小
川
一
真
（
一
八
六
〇
〜
一
九
二
九
）
で
あ
る
�
。
図
版
の
サ
イ
ズ
は
小
さ
い
な
が
ら
も
、
微
妙
な
濃
淡
が
表

現
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
人
た
ち
の
目
を
驚
か
せ
た
に
ち
が
い
な
い
�
。

本
論
の
目
的
は
、
し
か
し
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
印
刷
（
製
版
）
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
一
四
点
の
写
真
に
注
目
し
、

そ
れ
ら
が
「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
カ
メ
ラ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
撮
影
さ
れ
た
か
を
、
写
真
を

集
中
遠
近
法
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
再
現
実
験
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
例
え

ば
《
下
賀
茂
》（
図
１
）
を
じ
っ
く
り
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
写
真
を
私
た
ち
が
日
常
使
用
し
て
い
る
一
眼
レ
フ
・
カ
メ
ラ
や
携
帯
カ
メ

ラ
な
ど
で
、
手
軽
に
│
│
「
シ
フ
ト
レ
ン
ズ
」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
レ
ン
ズ
な
ど
を
装
着
す
る
こ
と
な
く
│
│
撮
影
す
る
こ
と
は
き
わ
め

て
難
し
い
こ
と
に
気
が
つ
く
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
カ
メ
ラ
を
ア
イ
レ
ベ
ル
（
視
高
一
六
〇
�
）
に
構
え
て
レ
ン
ズ
を
水
平
に
し
て
撮

影
す
る
と
、
鳥
居
ま
で
の
地
面
が
異
様
に
広
く
写
る
（
図
２
）。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
同
じ
よ
う
に
カ
メ
ラ
を
ア
イ
レ
ベ

ル
に
構
え
て
か
ら
、
レ
ン
ズ
を
一
五
度
上
方
に
向
け
て
（
上
振
り
し
て
）
撮
影
す
る
と
、
今
度
は
、
鳥
居
が
向
こ
う
側
に
倒
れ
込
む
よ
う

に
│
│
先
細
り
に
│
│
見
え
る
と
と
も
に
、
両
側
に
あ
る
立
札
な
ど
、
本
来
、
地
面
に
垂
直
に
立
っ
て
い
る
べ
き
地
物
が
鳥
居
の
方
に
倒

れ
込
み
、
ど
こ
か
不
自
然
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
（
図
３
）�
。
も
ち
ろ
ん
、
図
１
で
も
、
鳥
居
両
側
に
あ
る
井
垣
の
垂
直
部
材
が
や
や

内
側
に
倒
れ
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
図
２
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
カ
メ
ラ
を
ア
イ
レ
ベ
ル
に
構
え
て
か
ら
、
レ
ン

ズ
を
五
度
下
方
に
向
け
て
（
下
振
り
し
て
）
撮
影
す
る
と
、
鳥
居
ま
で
の
地
面
が
図
２
よ
り
も
さ
ら
に
広
く
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
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い
（
図
４
）。
で
は
、《
下
賀
茂
》（
図
１
）
の
よ
う
な
写
真
を
撮
影
す
る
た
め
に
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
カ
メ
ラ
で
、
ど
の
よ
う
な

操
作
を
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
本
論
の
課
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
第
一
章
で
は
、
一
四
点
の
写
真
が
す
べ
て
小
川
一
真
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
す
で
に
流
通
し
て
い
た
横

浜
写
真
を
流
用
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
当
時
の
横
浜
写
真
の
技
術
的
水
準
を
、
先
行
研
究

に
依
拠
し
て
整
理
し
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
、
湿
板
か
ら
乾
板
に
完
全
に
移
行
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
第
二
章
で
は
、《
下
賀
茂
》

（
図
１
）
に
写
っ
て
い
る
鳥
居
と
楼
門
の
実
測
値
／
測
量
図
を
参
照
し
、
集
中
遠
近
法
の
観
点
か
ら
分
析
し
て
消
失
点
を
割
り
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
カ
メ
ラ
の
視
点
の
高
さ
が
お
よ
そ
一
八
四
�
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
写
真

を
撮
影
す
る
た
め
に
は
、
ビ
ュ
ー
・
カ
メ
ラ
（V
iew

C
am
era

）
と
い
う
特
殊
な
大
判
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
、
撮
影
時
に
レ
ン
ズ
の
光
軸

を
上
方
に
移
動
（
ラ
イ
ズ
）
し
つ
つ
、
約
五
度
レ
ン
ズ
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
お
わ
り
に
、
こ
れ
ら
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
よ
う
な
写
真
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
賞
者
が
撮
影
者
の
目
と
身
体
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
結
果
と
し
て
は
じ
め
て
「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
が
可
能
に
な
る
こ
と
に
言
及
す
る
。

第
一
章
『
京
名
所
写
真
図
絵
』
と
横
浜
写
真

日
本
の
写
真
史
に
は
、
大
局
的
に
見
れ
ば
、
二
つ
の
流
れ
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
ひ
と
つ
は
、
嘉
永
元
年
﹇
一
八
四
八
﹈、
長
崎

の
商
人
・
上
野
俊
之
丞
が
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
（D

aguerreotype

）
と
呼
ば
れ
る
銀
板
写
真
法
│
│
感
光
材
料
と
し
て
銀
メ
ッ
キ
し
た
銅
版

を
使
用
す
る
│
│
と
カ
メ
ラ
を
将
来
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
安
政
四
年
﹇
一
八
五
七
﹈、
薩
摩
藩
士
・
宇
宿
彦
右
衛
門
と
市
来
四
郎
が

日
本
最
古
の
銀
板
写
真
《
島
津
斉
彬
像
》
を
撮
影
し
、
安
政
五
年
﹇
一
八
五
八
﹈、
今
度
は
、
そ
の
島
津
斉
彬
が
新
来
の
技
術
で
あ
る
湿
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板
写
真
法
に
よ
っ
て
、
日
本
最
古
の
湿
板
写
真
《
姫
三
人
像
》
を
撮
影
し
、
文
久
二
年
﹇
一
八
六
二
﹈、
上
野
彦
馬
│
│
上
野
俊
之
丞
の

次
男
│
│
が
長
崎
に
最
初
期
の
写
真
館
を
開
い
て
多
く
の
志
士
の
湿
板
写
真
を
撮
影
し
始
め
た
・
・
・
と
い
う
長
崎
系
の
流
れ
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
一
八
六
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
頃
に
か
け
て
、
開
港
地
・
横
浜
で
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
向
け
の
土
産
物
と
し
て
、

日
本
の
風
俗
や
風
景
の
写
真
を
綴
り
合
わ
せ
た
蒔
絵
ア
ル
バ
ム
や
、
ガ
ラ
ス
・
ス
ラ
イ
ド
の
形
態
で
販
売
さ
れ
て
い
た
横
浜
写
真
の
流
れ

で
あ
る
�
。
横
浜
写
真
は
、
万
延
元
年
﹇
一
八
六
〇
﹈
頃
に
来
日
し
た
オ
ー
リ
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン
（O

rrin
E.Freem

an,1830−66

、
滞
在

期
間
、
一
八
六
二
〜
六
六
年
）
が
は
じ
め
て
横
浜
に
写
真
館
を
構
え
、
短
期
間
な
が
ら
、
肖
像
写
真
を
撮
影
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
以

後
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ソ
ン
ダ
ー
ス
（W

illiam
Saunders,

?−1893

、
滞
在
期
間
、
一
八
六
二
年
）、
下
岡
蓮
杖
（
営
業
期
間
、
一
八
六
二

頃
〜
七
六
年
）、
フ
ェ
リ
ス
・
ベ
ア
ト
（Felix
B
eato,

1834−1908

、
営
業
期
間
、
一
八
六
三
〜
七
七
年
）
な
ど
が
活
躍
し
、
明
治
一
〇

年
代
と
も
な
る
と
、
日
下
部
金
兵
衛
（
営
業
期
間
、
一
八
八
一
〜
一
九
一
四
年
）、
玉
村
康
三
郎
（
営
業
期
間
、
一
八
八
二
〜
一
九
一
六

年
）、
そ
し
て
ベ
ア
ト
の
ス
タ
ジ
オ
を
引
き
継
い
だ
ラ
イ
ム
ン
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
テ
ィ
ル
フ
リ
ー
ト
（R

aim
und

von
Stillfried,1839−

1911

、
滞
在
期
間
、
一
八
七
一
〜
八
五
年
）、
明
治
一
八
年
﹇
一
八
八
五
﹈
に
は
、
シ
ュ
テ
ィ
ル
フ
リ
ー
ト
の
日
本
写
真
社
を
買
収
し
た

ア
ド
ル
フ
ォ
・
フ
ァ
ー
サ
リ
（A

dolfo
Farsari,

1841−91

、
営
業
期
間
、
一
八
八
五
〜
一
九
二
三
年
）
が
参
入
し
、
横
浜
写
真
は
世
界

で
も
有
数
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
っ
た
�
。

『
京
名
所
写
真
図
絵
』
の
制
作
に
関
わ
っ
た
小
川
一
真
は
と
言
え
ば
、
群
馬
県
熊
谷
で
湿
版
式
写
真
術
を
会
得
し
て
、
明
治
一
〇
年

﹇
一
八
七
七
﹈、
群
馬
県
富
岡
に
「
小
川
写
真
館
」
を
開
い
た
が
、
明
治
一
五
年
﹇
一
八
八
二
﹈
に
は
こ
の
写
真
館
を
廃
し
て
、
単
身
渡
米

し
、
新
し
い
感
光
材
料
で
あ
る
写
真
乾
板
の
製
法
や
コ
ロ
タ
イ
プ
な
ど
当
時
最
新
の
写
真
術
と
印
刷
術
を
学
ん
で
明
治
一
七
年
﹇
一
八
八

四
﹈
に
帰
国
し
た
。
翌
年
に
は
、
東
京
府
飯
田
橋
に
写
場
「
玉
潤
会
」
を
設
立
し
て
、『
写
真
新
報
』
や
美
術
写
真
雑
誌
『
国
華
』
を
創

刊
し
た
り
、
凌
雲
閣
の
百
美
人
写
真
や
東
海
道
を
撮
影
し
た
り
す
る
な
ど
、
写
真
師
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
で
、「
玉
潤
館
」
を
開
い
て
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図 5−1 《清水寺》『京名所写真図絵』
明治 28年

図 6−1 《嵐山》『京名所写真図絵』
明治 28年

図 7−1 《三十三間堂》『京名所写真図絵』
明治 28年

図 5−2 《清水寺本堂》
京都府立総合資料館矢野家写真資料

図 6−2 《嵐山渡月橋》
長崎大学附属図書館

図 7−2 《三十三間堂》
長崎大学附属図書館
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写
真
製
版
を
始
め
、
明
治
二
六
年
﹇
一
八
九
三
﹈
に
は
、
再
び
渡
米
し
て
、
写
真
銅
版
印
刷
（
網
版
製
版
）
の
技
術
と
器
械
を
輸
入
し
た

こ
と
を
顧
慮
す
れ
ば
、
ま
さ
に
日
本
全
体
の
写
真
界
と
印
刷
界
を
牽
引
し
た
人
物
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
�
。

『
京
名
所
写
真
図
絵
』
の
巻
頭
を
飾
る
一
四
点
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
小
川
一
真
が
撮
影
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し

か
し
、
実
情
は
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
管
見
の
限
り
、
三
点
の
写
真
が
い
わ
ゆ
る
「
横
浜
写
真
」
と
し
て
流
通
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。《
清
水
寺
》（
図
５
│
１
）、《
嵐
山
﹇
渡
月
橋
﹈》（
図
６
│
１
）、《
三
十
三
間
堂
﹇
仏
像
﹈》

（
図
７
│
１
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
ず
、《
清
水
寺
》（
図
５
│
１
）
に
つ
い
て
は
、
舞
台
上
の
人
物
配
置
か
ら
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館

矢
野
家
写
真
資
料
の
う
ち
《
清
水
寺
本
堂
》（
図
５
│
２
）
の
上
部
と
下
部
を
ト
リ
ミ
ン
グ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
矢
野

家
写
真
資
料
は
、
矢
野
豊
次
郎
氏
が
収
集
し
た
黒
川
翠
山
撮
影
写
真
、
京
都
及
び
近
郊
の
名
所
写
真
、
自
ら
が
撮
影
し
た
祭
礼
・
民
俗
写

真
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
図
５
│
２
は
お
そ
ら
く
矢
野
氏
が
購
入
し
た
京
都
名
所
を
写
す
横
浜
写
真
で
あ
ろ
う
。
画
面
右
下
に
白
抜
き
で

入
れ
ら
れ
た
長
方
形
の
名
所
名
が
、
フ
ァ
ー
サ
リ
商
会
の
初
期
に
帰
せ
ら
れ
る
《
三
十
三
間
堂
》
と
類
似
し
て
い
る
の
で
、
明
治
一
八
年

﹇
一
八
八
五
﹈
以
後
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
�
。《
嵐
山
﹇
渡
月
橋
﹈》（
図
６
│
１
）
は
、
木
々
の
枝
振
り
か
ら
、
長
崎
大
学

附
属
図
書
館
幕
末
・
明
治
期
日
本
古
写
真
メ
タ
デ
ー
タ
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
中
の
《
嵐
山
渡
月
橋
》（
図
６
│
２
）
の
上
部
を
ト
リ
ミ
ン
グ

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
図
６
│
２
は
撮
影
者
、
撮
影
時
期
と
も
に
未
詳
で
あ
る
。
ま
た
、《
三
十
三
間
堂
﹇
仏

像
﹈》（
図
７
│
１
）
は
、
同
じ
く
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
で
日
下
部
金
兵
衛
に
帰
せ
ら
れ
る
《
三
十
三
間
堂
》（
図

７
│
２
）
の
下
部
を
ト
リ
ミ
ン
グ
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
下
部
金
兵
衛
が
営
業
を
開
始
し
た
の
は
明
治
一
四
年
﹇
一
八

八
一
﹈
で
、『
京
名
所
写
真
図
絵
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
明
治
二
八
年
﹇
一
八
九
五
﹈
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
金
兵
衛
の
脂
の
の
り
き
っ

た
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
横
浜
写
真
の
技
術
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
ネ
ガ
を
得
る
た
め
に
、
ガ
ラ
ス
製
の
写
真
乾
板
（Photographic

Plate

）
を
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利
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
写
真
乾
板
は
、
島
津
斉
彬
が
《
姫
三
人
像
》
を
撮
影
す
る
時
に
利
用
し
た
写
真
湿
板
（C

ollodion

Process

）
に
代
わ
る
感
光
材
料
で
、
こ
の
写
真
湿
板
は
、
ガ
ラ
ス
原
板
が
濡
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
露
光
・
現
像
・
定
着
す
る
必
要
が
あ

っ
た
た
め
移
動
式
の
暗
室
を
必
要
と
し
、
ま
た
、
露
光
時
間
が
五
秒
か
ら
一
五
秒
か
か
っ
た
た
め
被
写
体
に
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
た
の

に
対
し
て
、
写
真
乾
板
は
、
乾
い
て
も
感
光
性
を
失
わ
な
い
ガ
ラ
ス
原
板
を
利
用
す
る
た
め
、
暗
室
が
な
く
て
も
、
随
時
、
露
光
・
現
像

・
定
着
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
露
光
時
間
が
二
五
分
の
一
秒
ま
で
短
縮
さ
れ
た
た
め
、
瞬
間
的
映
像
を
撮
影
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
明
治
一
六
年
﹇
一
八
八
三
﹈
に
、
東
京
の
江
崎
礼
仁
が
隅
田
川
で
の
水
雷
爆
破
実
験
な
ど
を
撮
影
し
た
の
が
乾
板
写
真
の
嚆
矢
で

あ
る
と
さ
れ
、
同
年
、
東
京
の
浅
沼
籐
吉
が
輸
入
を
始
め
る
と
、
明
治
二
〇
年
頃
ま
で
に
は
、
湿
板
写
真
を
完
全
に
駆
逐
し
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
横
浜
写
真
の
多
く
も
写
真
乾
板
を
利
用
し
て
撮
影
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
�
。
な
お
、
ガ
ラ
ス
板
上
の
ネ
ガ
を
感
光
／
印

画
紙
に
焼
付
け
て
ポ
ジ
を
得
る
と
き
に
、
湿
板
写
真
が
も
っ
ぱ
ら
鶏
卵
紙
と
呼
ば
れ
る
印
画
紙
を
利
用
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
乾
板
写

真
の
時
代
に
な
る
と
、
一
八
九
一
年
に
、
イ
ル
フ
ォ
ー
ド
社
か
らP.

O
.
P.

（Printing
O
ut
Paper

）
が
大
量
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
横
浜
写
真
に
も
両
方
の
印
画
紙
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
二
章
《
下
賀
茂
》
の
撮
影
法
│
│
視
点
の
高
さ

『
京
名
所
写
真
図
絵
』
中
の
《
下
賀
茂
》（
図
１
）
が
、
誰
に
よ
っ
て
、
い
つ
頃
、
撮
影
さ
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
横
浜

写
真
と
し
て
流
通
し
て
い
る
も
の
の
な
か
に
、
類
似
の
構
図
を
も
つ
下
賀
茂
神
社
│
│
正
式
に
は
「
賀
茂
御
祖
神
社
」
と
呼
ぶ
│
│
の
写

真
、
す
な
わ
ち
正
面
鳥
居
（
南
鳥
居
／
南
口
鳥
居
）
か
ら
楼
門
を
見
通
す
と
い
う
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
多
数
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
こ
の
写
真
映
像
は
ま
さ
に
「
こ
れ
か
ら
ま
な
ざ
し
を
向
け
よ
う
と
し
て
い
る
場
所
に
つ
い
て
の
予
知
あ
る
い
は

― ５５ ― 明治二八年の写真術



白
日
夢
を
構
成
し
て
く
れ
る
」
も
の
と
し
て
、
古
都＝

京
都
を
観
光
す
る
ま
な
ざ
し
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。
と
は
い
え
、
観
光
が
、
写
真
を
通
し
て
す
で
に
見
／
知
っ
て
い
る
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
現
地
で
指
さ
し
て
確
認
す
る
作
業
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
が
可
能
な
の
は
、
写
真
が
ひ
と
つ
の
固
定
さ
れ
た
目
（
視
点
）
か
ら
見
た
場
所
の
視
覚
的
な
記
録
で
あ
っ

て
、
旅
行
者
は
、
写
真
そ
の
も
の
か
ら
│
│
消
失
点
を
手
掛
か
り
に
し
て
│
│
撮
影
者
の
視
点
を
同
定
し
、
自
ら
を
撮
影
者
の
目
と
身
体

に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
い
っ
た
い
、
こ
の
写
真
の
消
失
点
は
ど
こ
に
あ
り
、
撮
影
者
の
視
点
は
ど
の
よ
う

な
場
所
の
、
ど
の
よ
う
な
高
さ
に
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
、
そ
の
レ
ン
ズ
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
け
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

出
発
点
は
、
写
真
の
消
失
点
を
割
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
業
は
、
こ
の
写
真
の
内
部
情
報
だ
け
に
依
拠
し
て
行
う
こ

と
は
不
可
能
で
、
写
真
外
部
の
情
報
│
│
被
写
体
の
実
測
値
│
│
を
参
照
し
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
例
え

ば
、
写
真
が
、
直
方
体
│
│
す
べ
て
の
面
が
直
行
す
る
│
│
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
建
築
物
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
特
殊
な
場

合
を
除
い
て
、
写
真
の
内
部
情
報
の
み
を
手
掛
か
り
に
し
て
消
失
点
を
割
り
出
す
こ
と
は
、
写
真
が
集
中
遠
近
法
の
原
則
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
限
り
、
容
易
で
あ
る
�
。
し
か
し
、
こ
の
《
下
賀
茂
》（
図
１
）
の
場
合
は
、
鳥
居
と
楼
門
と
が
別
個
の
建
築
物
で
あ
り
、

鳥
居
そ
の
も
の
も
二
本
の
円
柱
に
よ
っ
て
の
み
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
種
の
平
行
線
情
報
が
欠
落
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
種
の
情
報
を
補
う
た
め
に
、
被
写
体
と
し
て
の
鳥
居
と
楼
門
そ
の
も
の
の
実
測
値
、
な
ら
び
に
両
者
の
位
置

関
係
と
距
離
を
調
べ
る
こ
と
と
し
た
。

楼
門
は
、
寛
永
五
年
﹇
一
六
二
八
﹈
に
造
替
さ
れ
た
三
間
一
戸
の
入
母
屋
造
り
檜
皮
葺
で
、
昭
和
二
八
年
﹇
一
九
五
三
﹈
に
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
幸
い
な
こ
と
に
、
明
治
四
一
年
の
修
理
時
に
作
成
さ
れ
た
図
面
が
京
都
府
文
化
財
保

護
課
に
残
さ
れ
て
い
て
、
各
部
の
寸
法
が
判
明
す
る
。
今
回
の
消
失
点
割
り
出
し
に
必
要
な
範
囲
で
、
正
面
部
分
の
数
字
を
あ
げ
る
な
ら
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図 9 高さ 200� 水平 ライズ
表恒匡撮影

図 10 高さ 200 cm 5度上振り
ライズ 表恒匡撮影

分析図
図 8 高さ 200� 水平 センター

表恒匡撮影
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ば
、
ま
ず
高
さ
に
つ
い
て
は
、
一
階
部
分
の
頭
貫
│
│
深
い
軒
を
支
え
る
平
三
斗
（
大
斗
肘
木
の
上
に
小
斗
を
三
つ
載
せ
た
斗
�
）
を
支

え
る
四
本
の
柱
の
頂
部
を
水
平
に
繋
ぐ
横
木
│
│
の
底
辺
（
分
析
図
の
a
b
）
か
ら
礎
石
（
分
析
図
の
c
d
）
ま
で
の
柱
の
高
さ
が
一
丈

二
尺
一
寸
五
分
（
三
六
八
�
）、
つ
い
で
幅
に
つ
い
て
は
、
四
本
の
柱
の
間
隔
（
柱
の
中
心
を
結
ぶ
）
を
言
う
と
、
左
右
の
一
間
部
分
が

七
尺
八
分
（
二
一
五
�
）、
広
い
中
央
の
一
間
部
分
が
一
丈
一
尺
八
寸
（
三
五
七
�
）
で
、
全
体
と
し
て
の
桁
行
き
は
二
丈
五
尺
九
寸
六

分
（
七
八
七
�
）
と
な
る
。

鳥
居
は
い
さ
さ
か
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ま
ず
、
写
真
に
写
っ
て
い
る
鳥
居
と
、
現
在
の
鳥
居
（
図
２
）
を
見
比
べ
て
み
る

と
、
基
本
的
な
形
態
に
変
化
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
鳥
居
の
上
部
中
央
、
最
上
部
の
笠
木
・
島
木
と
、
二
本
の
柱
の
間
を
水
平
に
繋
ぐ

貫
と
の
間
に
あ
る
額
束
│
│
額
を
付
け
る
場
所
│
│
の
幅
が
、
現
在
の
も
の
の
方
が
少
し
ば
か
り
広
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
案
の
定
、
鳥
居
は
二
一
年
毎
の
式
年
遷
宮
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
修
理
／
立
替
が
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
少
な
く

と
も
昭
和
九
年
﹇
一
九
三
四
﹈
の
室
戸
台
風
の
際
に
、
周
囲
の
樹
木
と
と
も
に
倒
壊
し
、
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
図
１
に
見
え

る
巨
大
な
松
も
こ
の
時
に
倒
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
、
楠
が
植
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
種
は
も
と
も
と
こ
の
地
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
、
植

生
が
す
っ
か
り
変
化
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
鳥
居
に
つ
い
て
も
、
幸
運
な
こ
と
に
、
京
都
府
総
合
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
「
京
の
記
憶
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
の
「
官
国
幣
社
明
細
帳
」
の
部
に
「﹇
官
幣
大
社
﹈
賀
茂
御
祖
神
社
明
細
取
調
書
」
と
い
う
文
書
（
明
治

一
六
年
﹇
一
八
八
三
﹈）
が
あ
り
、「
南
鳥
居
／
称
一
の
鳥
居
一
口
／
間
一
丈
五
尺
五
寸
﹇
四
六
九
�
﹈」
と
記
さ
れ
て
い
る
�
。
こ
こ
で

言
う
「
間
」
が
ど
の
部
分
を
指
す
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
鳥
居
の
両
方
の
柱
│
│
「
亀
腹
（
饅
頭
）」
と
呼
ば
れ
る
台

石
の
上
に
あ
る
柱
│
│
の
内
側
を
結
ぶ
線
分
、
す
わ
な
ち
、
向
か
っ
て
左
側
の
柱
の
足
元
は
見
え
な
い
が
、
分
析
図
に
破
線
で
示
し
た
内

側
の
線
の
延
長
線
と
、
右
の
柱
が
台
石
と
接
す
る
点
y
か
ら
左
右
に
引
い
た
水
平
線
e
f
と
の
交
点
を
x
と
し
た
と
き
の
線
分
x
y
と
考

え
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
こ
の
種
の
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
、
修
理
・
造
替
時
に
現
状
が
保
存
さ
れ
る
は
ず
だ
と
思
わ
れ
る
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の
で
、
現
在
の
も
の
も
過
去
の
も
の
と
形
状
・
位
置
と
も
に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
現
在
の

鳥
居
の
「
間
」
は
お
よ
そ
四
五
七
�
（
柱
の
直
径
は
約
六
四
�
）
で
あ
っ
た
。

鳥
居
と
楼
門
と
の
位
置
関
係
と
距
離
の
う
ち
、
距
離
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
も
、
現
状
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。
た

だ
し
、
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
、
当
時
も
現
在
も
、
鳥
居
と
楼
門
は
平
行
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
鳥
居
が
楼
門
を
南
北
に
貫
く
中

心
線
よ
り
も
や
や
西
側
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
変
わ
り
が
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
な
お
、
鳥
居
と
楼
門
の
レ
ベ
ル

（
水
準
値
）
に
つ
い
て
言
え
ば
、
当
時
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と
し
て
も
、
現
状
は
、
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
こ
の
種
の
建
造
物
の

性
格
か
ら
し
て
、
当
時
も
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
�
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
情
報
を
も
と
に
写
真
の
上
で
消
失
点
を
割
り
出
す
手
順
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
以
下
の
手
順
が
写
真
上
で
の
作
図
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
結
果
は
あ
く
ま
で
も
概
算
で
し

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
手
順
は
、
第
一
に
、
鳥
居
の
柱
の
「
間
」（
線
分
x
y
）
は
、
台
石
の
レ
ベ
ル
（
直
線
e
f
）
で

測
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
と
同
じ
線
分
を
、
地
面
の
レ
ベ
ル
（
直
線
g
h
）
に
求
め
て
、
こ
れ
を
線
分
x’
y’
と
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
線
分
x’
y’
は
約
四
七
〇
�
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
台
石
の
高
さ
は
、
現
状
で
は
、
三
〇
�
ほ
ど
で
あ
る
。
第
二
に
、

楼
門
の
前
面
部
分
に
、
こ
の
「
間
」
と
同
じ
四
七
〇
�
の
幅
を
求
め
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
指
標
と
な
る
数
値
を
求
め
て
計
算
す

る
と
、
中
央
部
分
の
広
い
一
間
が
約
三
五
七
�
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
の
三
分
の
二
を
計
算
す
る
と
二
三
八
�
と
な
り
、
こ
れ
に
向
か
っ
て

右
の
一
間
分
二
一
五
�
を
加
え
る
と
、
お
よ
そ
四
五
三
�
と
な
っ
て
、
ほ
ぼ
鳥
居
の
柱
の
「
間
」
に
近
い
数
字
と
な
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
第
三
に
、
写
真
上
で
、
楼
門
に
向
か
っ
て
右
端
の
柱
と
お
ぼ
し
き
所
に
垂
直
な
線
i
j
を
引
く
と
と
も
に
、
中
央
の
広
い

一
間
分
の
三
分
の
二
と
お
ぼ
し
き
と
こ
ろ
に
、
斗
�
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
や
は
り
垂
直
な
線
k
l
を
引
く
。
第
四
に
、
こ
れ
ら
二
本
の

垂
直
な
線
i
j
な
ら
び
に
k
l
と
、
楼
門
の
基
底
線
（
正
確
に
は
礎
石
上
の
線
）
c
d
と
の
交
点
を
そ
れ
ぞ
れ
、
点
x’’
な
ら
び
に
点
y’’
と
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す
る
と
、
線
分
x’’
y’’
は
ほ
ぼ
四
五
三
�
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
鳥
居
と
楼
門
と
が
平
行
に
建
て
ら
れ
て
い
る
限
り
、
四
角
形
x’
y’
y’’
x’’

は
、
実
際
に
は
、
同
一
地
面
上
に
あ
る
ほ
ぼ
平
行
四
辺
形
と
な
る
か
ら
、
点
x’
と
点
x’’
と
を
通
る
直
線
m
n
と
、
同
じ
く
点
y’
と
点
y’’
と

を
通
る
直
線
m
n
と
の
交
点
v
が
求
め
る
消
失
点
（V

anishing
Point

）
と
な
る
。

写
真
の
消
失
点
か
ら
、
撮
影
者
の
視
点
の
高
さ
（
視
高
）
を
求
め
る
手
続
き
は
、
い
た
っ
て
簡
単
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
消
失
点
を

通
る
水
平
線
q
r
が
、
透
視
図
法
で
言
う
と
こ
ろ
の
地
平
線
（H
orizontal

Line

）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
高
さ
が
視
高
に
等
し
い
か
ら
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
平
線
の
高
さ
は
、
鳥
居
の
と
こ
ろ
に
立
っ
て
楼
門
の
方
を
見
や
っ
て
い
る
人
物
の
頭
上
の
、
か
な
り
上
を
通
過

し
て
い
る
か
ら
、
視
高
も
、
直
観
的
に
、
か
な
り
高
い
│
│
少
な
く
と
も
写
真
中
の
人
物
よ
り
も
高
い
│
│
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
た
だ
し
、
も
う
少
し
正
確
に
割
り
出
そ
う
と
す
る
と
、
地
平
線
q
r
が
、
直
線
a
b
と
直
線
c
d
の
ほ
ぼ
中
央
を
上
下
に
二
等
分
し

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
直
線
a
b
は
、
楼
門
の
頭
貫
の
底
辺
を
繋
ぐ
線
で
あ
り
、
直
線
c
d
は
楼
門
の
基
底
線
で
あ
る
か
ら
、
両
線

の
間
隔
は
お
よ
そ
三
六
八
�
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
間
隔
を
二
等
分
す
る
地
平
線
q
r
と
楼
門
の
基
底
線
c
d
の
間
隔
は
お
よ

そ
一
八
四
�
と
な
っ
て
、
こ
れ
が
求
め
る
視
点
の
高
さ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
写
真
中
の
人
物
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
と
、
直
観
的
に

は
、
も
う
少
し
高
い
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
そ
の
人
物
の
身
長
が
分
か
ら
な
い
以
上
、
何
と
も
言
え
な
い
。

第
三
章
《
下
賀
茂
》
の
撮
影
法
│
│
ラ
イ
ズ
と
上
振
り

写
真
を
集
中
遠
近
法
の
原
理
に
基
づ
い
て
分
析
し
た
結
果
、
視
点
の
高
さ
が
お
よ
そ
一
八
四
�
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、

フ
ィ
ー
ル
ド
・
カ
メ
ラ
（Field

C
am
era

）
と
呼
ば
れ
る
野
外
撮
影
用
（
携
帯
用
）
の
ビ
ュ
ー
・
カ
メ
ラ
を
用
い
、
後
述
す
る
基
本
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
、
視
点
を
高
く
し
た
効
果
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
、
レ
ン
ズ
を
地
上
か
ら
二
〇
〇
�
の
高
さ
に
セ
ッ
ト
し
、
水
平
に
撮
影
し
て
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み
た
の
が
図
８
で
あ
る
�
。
こ
の
写
真
を

見
る
と
、
す
で
に
視
点
の
高
さ
一
六
〇
�

で
水
平
に
撮
影
し
た
写
真
（
図
２
）
に
つ

い
て
言
及
し
た
よ
う
に
、
鳥
居
ま
で
の
砂

利
道
が
異
様
に
広
く
写
っ
て
い
る
こ
と
に

気
付
く
。
こ
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
消

失
点
が
画
面
の
中
心
に
あ
り
、
し
た
が
っ

て
、
い
わ
ゆ
る
地
平
線
が
画
面
を
上
下
に

二
等
分
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
カ
メ

ラ
で
こ
の
よ
う
に
写
っ
て
し
ま
う
の
は
、

レ
ン
ズ
の
中
心
（
光
軸
）
と
フ
ィ
ル
ム

（
感
光
面
）
の
中
心
と
が
一
致
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
図
２
の
場
合

も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
図
８
の
方
の

視
点
が
四
〇
�
高
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
鳥

居
と
楼
門
と
の
間
が
広
く
見
え
る
こ
と
だ

け
が
異
な
る
。
そ
こ
で
、
今
度
は
、
フ
ィ

ー
ル
ド
・
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
を
、
高
さ
二

図 13 Rise, Chris Heald, 2005図 14 Fall, Chris Heald, 2005

図 11 View Camera, Chris Heald, 2005図 12 Rise/Fall, Chris Heald, 2005
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〇
〇
�
、
水
平
に
セ
ッ
ト
し
た
ま
ま
、〈
ラ
イ
ズ
〉
し
て
撮
影
し
た
の
が
図
９
で
あ
る
。
こ
の
写
真
を
見
る
と
、
鳥
居
と
楼
門
と
の
間
の

面
積
は
図
８
と
同
じ
広
さ
を
保
持
し
つ
つ
、
図
８
と
は
異
な
っ
て
、
鳥
居
ま
で
の
砂
利
道
の
範
囲
が
狭
く
な
り
、
本
論
で
再
現
し
よ
う
と

し
て
い
る
《
下
賀
茂
》（
図
１
）
に
か
な
り
近
づ
い
た
よ
う
な
印
象
を
も
つ
。
た
だ
し
、
鳥
居
ま
で
の
砂
利
道
の
面
積
が
ま
だ
広
す
ぎ
て
、

図
１
に
近
づ
け
る
た
め
に
は
、
別
種
の
カ
メ
ラ
操
作
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
以
下
、
ビ
ュ
ー
・
カ
メ
ラ
の
構

造
が
普
通
の
一
眼
レ
フ
・
カ
メ
ラ
と
ど
の
よ
う
に
異
な
り
、〈
ラ
イ
ズ
〉
と
は
ど
の
よ
う
な
操
作
を
行
う
こ
と
で
あ
る
の
か
を
簡
単
に
説

明
す
る
。

「
ビ
ュ
ー
・
カ
メ
ラ
」
と
は
、
独
立
し
た
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
も
た
な
い
大
判
カ
メ
ラ
の
こ
と
で
、
そ
の
構
造
を
簡
単
に
図
示
し
た
の
が

「
ビ
ュ
ー
・
カ
メ
ラ
模
式
図
」（
図
１１
）
で
あ
る
�
。
そ
の
物
理
的
構
造
は
い
た
っ
て
単
純
で
、
レ
ン
ズ
を
装
着
す
る
前
枠
部
（FrontStan-

dard

）
と
、
フ
ィ
ル
ム
・
ホ
ル
ダ
ー
（Film
H
older

）／
ピ
ン
ト
・
グ
ラ
ス
（G

round
G
lass

）
を
装
着
す
る
後
枠
部
（R

ear
Standard

）

が
、
基
盤
（B

ase

）
の
上
に
垂
直
に
立
て
ら
れ
、
そ
の
間
を
蛇
腹
部
が
繋
ぐ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
撮
影
の
手
順
は
、
ま
ず
、
後
枠
部
に

ピ
ン
ト
・
グ
ラ
ス
を
装
着
し
て
、
磨
り
ガ
ラ
ス
上
に
写
っ
た
被
写
体
の
映
像
│
│
一
八
〇
度
倒
立
し
て
い
る
│
│
を
見
な
が
ら
、
前
枠
部

を
前
後
に
水
平
移
動
さ
せ
な
が
ら
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
、
ピ
ン
ト
が
合
っ
た
ら
、
シ
ー
ト
状
の
フ
ィ
ル
ム
の
場
合
は
、
ピ
ン
ト
・
グ
ラ
ス
の

前
に
フ
ィ
ル
ム
・
ホ
ル
ダ
ー
を
挿
入
す
る
か
、
ロ
ー
ル
状
の
フ
ィ
ル
ム
の
場
合
は
、
ピ
ン
ト
・
グ
ラ
ス
を
外
し
て
フ
ィ
ル
ム
・
ホ
ル
ダ
ー

を
装
着
す
る
。
こ
の
カ
メ
ラ
が
一
眼
レ
フ
・
カ
メ
ラ
と
異
な
る
最
大
の
特
徴
は
、
レ
ン
ズ
面
（Lens

Plane

）
を
、
フ
ィ
ル
ム
面
（Film

Plane

）
に
対
し
て
、
上
・
下
（
ラ
イ
ズ
・
フ
ォ
ー
ル
）／
左
・
右
（
シ
フ
ト
）
に
平
行
移
動
（
ス
ラ
イ
ド
）
し
た
り
、
時
に
は
、
レ
ン
ズ

面
を
前
・
後
（
テ
ィ
ル
ト
）／
左
右
（
ス
イ
ン
グ
）
に
回
転
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
な
点
で
あ
る
。

レ
ン
ズ
面
と
フ
ィ
ル
ム
面
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
図
１１
が
基
本
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
レ
ン
ズ
の
中
心＝

光
軸
（Lens

A
xis

）
が
フ
ィ
ル

ム
面
の
中
心
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
、
一
眼
レ
フ
・
カ
メ
ラ
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
高
い
塔
を
撮
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影
し
た
と
す
る
と
、レ
ン
ズ
を
通
っ
た
光
は
フ
ィ
ル
ム
面
に
、図
１３
あ
る
い
は
図
１４
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
き
な
円
形
の
像
│
│

感
光
に
支
障
の
な
い
範
囲
の
円
を
「
イ
メ
ー
ジ
・
サ
ー
ク
ル
」
と
呼
ぶ
│
│
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
長
方
形
で
あ
る
フ
ィ
ル
ム
そ
の
も
の

は
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
・
サ
ー
ク
ル
内
の
中
央
│
│
図
１３
と
図
１４
に
示
さ
れ
た
長
方
形
の
枠
の
中
間
│
│
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

際
、
重
要
な
こ
と
は
、
レ
ン
ズ
面
お
よ
び
フ
ィ
ル
ム
面
が
地
平
面
に
垂
直
に
保
た
れ
て
い
る
限
り
、
地
平
線
は
必
ず
フ
ィ
ル
ム
枠
の
中
央

を
上
下
に
二
等
分
す
る
│
│
地
面
の
面
積
と
空
の
面
積
が
等
し
く
な
る
│
│
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
は
図
２
や
図
８
に
も
当
て
は
ま

る
。「

ラ
イ
ズ
（R

ise

）」
と
は
、
こ
の
基
本
ポ
ジ
シ
ョ
ン
（
図
１１
）
か
ら
、
レ
ン
ズ
面
を
、
上
方
に
、
フ
ィ
ル
ム
面
に
対
し
て
平
行
に
移
動

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
図
１２
）。
こ
の
よ
う
な
操
作
が
画
像
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す
か
と
言
う
と
、
こ
の
カ
メ
ラ
の
場
合
は
、

フ
ィ
ル
ム
枠
の
方
が
固
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
・
サ
ー
ク
ル
を
上
方
に
移
動
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
図
１３

の
よ
う
な
地
面
の
少
な
い
画
像
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
図
９
が
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
ズ
（
２
�
）
の
結
果
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
フ
ォ
ー

ル
（Fall

）」
と
は
、
こ
れ
と
は
逆
の
操
作
│
│
レ
ン
ズ
面
を
、
フ
ィ
ル
ム
面
に
対
し
て
平
行
に
、
下
方
に
移
動
す
る
こ
と
│
│
を
意
味

し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
図
１４
の
よ
う
な
地
面
の
多
い
画
像
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
ラ
イ
ズ
／
フ
ォ
ー
ル
と
は
、
レ
ン
ズ
面

が
フ
ィ
ル
ム
面
に
対
し
て
平
行
に
移
動
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
・
サ
ー
ク
ル
の
ど
の
部
分
を
、
長
方
形
の
フ
ィ
ル
ム
枠
に
定

着
す
る
か
の
問
題
で
あ
っ
て
、
レ
ン
ズ
面
を
左
右
に
平
行
移
動
す
る
シ
フ
ト
（Shift

）
の
場
合
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
い
�
。

最
大
限
の
ラ
イ
ズ
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
図
９
は
、
し
か
し
、
た
し
か
に
《
下
賀
茂
》（
図
１
）
に
か
な
り
近
づ
い
た
よ
う

な
印
象
が
あ
る
と
し
て
も
、
鳥
居
ま
で
の
砂
利
道
の
面
積
が
ま
だ
広
す
ぎ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
図
１

を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
て
み
る
と
、
鳥
居
の
両
側
に
あ
る
井
垣
の
垂
直
部
材
が
少
し
ば
か
り
鳥
居
側
に
│
│
写
真
の
中
心
に
向
か
っ
て

│
│
倒
れ
込
ん
で
い
て
、
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
が
や
や
上
方
に
向
け
ら
れ
て
い
る
│
│
上
振
り
さ
れ
て
い
る
│
│
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
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こ
で
、
図
９
の
写
真
を
写
し
た
カ
メ
ラ
を
、
ラ
イ
ズ
の
状
態
を
保
持
し
た
ま
ま
、
上
方
に
五
度
上
振
り
し
て
撮
影
し
た
も
の
が
図
１０
で
あ

る
。
相
当
程
度
、
図
１
に
接
近
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

お

わ

り

に

《
下
賀
茂
》（
図
１
）
は
ラ
イ
ズ
と
上
振
り
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、『
京
名
所
写
真
図
絵
』
に
含
ま
れ
て
い
る
他
の
写
真

に
お
い
て
も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ラ
イ
ズ
／
フ
ォ
ー
ル
と
い
う
レ
ン
ズ
の
平
行
移
動
（
ス
ラ
イ
ド
）
と
、
上
振
り
／
下
振
り
と
い
う

カ
メ
ラ
の
首
振
り
が
併
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。《
嵐
山
》（
図
６
）
は
定
か
で
は
な
い
が
、《
清
水
寺
》（
図
５
）
と
《
三
十
三

間
堂
》（
図
７
）
の
撮
影
で
は
、
明
ら
か
に
、
フ
ォ
ー
ル
と
下
振
り
が
併
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら

の
横
浜
写
真
を
撮
影
す
る
た
め
に
は
、
ラ
イ
ズ
／
フ
ォ
ー
ル
が
可
能
な
フ
ィ
ー
ル
ド
・
カ
メ
ラ
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
は
た
し
て
、
実
際
に
、
ど
の
よ
う
な
カ
メ
ラ
が
使
用
さ
れ
た
の
か
と
な
る
と
、
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
、
写
真
乾
板
が
輸

入
・
製
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
一
般
化
す
る
と
、
野
外
で
の
撮
影
が
容
易
に
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
カ
メ
ラ
も
携
帯
可
能
な
よ
う
に
改

良
が
加
え
ら
れ
て
、
一
八
八
〇
年
代
に
は
、
折
り
た
た
み
式
の
│
│
し
た
が
っ
て
蛇
腹
の
あ
る
│
│
カ
メ
ラ
で
、
レ
ン
ズ
が
ス
ラ
イ
ド
す

る
タ
イ
プ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
カ
メ
ラ
が
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
出
現
し
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
�
。

一
枚
の
写
真
が
ど
の
よ
う
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
通
常
の
場
合
、
直
観
的
／
無
意
識
的
に
認
識
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

観
光
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
観
賞
者
は
そ
の
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、

自
ら
を
撮
影
者
の
目
と
身
体
に
重
ね
合
わ
せ
、
も
っ
ぱ
ら
見
る
こ
と
を
楽
し
む
観
光
の
主
体
へ
と
自
ら
を
変
身
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。《
下
賀
茂
》（
図
１
）
を
撮
影
し
た
人
物
が
誰
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
観
光
旅
行
に
行
く
人
は
、
実
際
に
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下
賀
茂
神
社
に
参
拝
す
る
前
に
、
こ
の
写
真
を
見
て
、
撮
影
者
が
、
少
し
ば
か
り
高
い
所
か
ら
（
二
〇
〇
�
の
視
高
）、
鳥
居
と
楼
門
に

関
心
を
向
け
（
ラ
イ
ズ
）、
そ
の
間
に
広
が
る
神
域
の
広
さ
を
見
届
け
て
か
ら
、
巨
大
な
松
の
木
が
枝
を
広
げ
る
糺
の
森
を
見
上
げ
た

（
上
振
り
）
こ
と
を
認
識
す
る
。
こ
の
認
識
は
、
下
賀
茂
に
つ
い
て
の
「
予
知
」
あ
る
い
は
「
白
日
夢
」
を
構
成
す
る
も
の
と
な
り
、
旅

行
者
は
、
実
際
に
京
都
の
地
に
や
っ
て
来
て
、
撮
影
者
と
同
じ
位
置
に
立
ち
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
指
差
し
て
、
確
か
に
こ
こ
が
下
賀
茂
神

社
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
観
光
と
結
び
つ
い
た
写
真
は
、
多
く
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
行
動
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
撮
影
目

的
か
ら
し
て
、
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
こ
の
写
真
の
場
合
、
二
〇
〇
�
の
視
点
の
高
さ
を
確
保
す
る
の

は
、
実
際
に
は
、
至
難
の
業
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
、
撮
影
者
は
、
旅
行
者
が
容
易
に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
も
な
い
視
点
の
高
さ

を
選
択
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
や
ら
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
撮
影
者
／
編
集
者
に
直
接
聞
い
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ

る
。
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
。

註�
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年

�

拙
論
「
京
都
表
象
の
メ
デ
ィ
ア
史
│
名
所
図
会
か
ら
写
真
へ
」、
同
志
社
大
学
観
学
研
究
会
編
『
大
学
的
京
都
案
内
』
昭
和
堂
、
二
〇
一
二
年

（
予
定
）

�

ジ
ョ
ン
・
ア
ー
リ
『
観
光
の
ま
な
ざ
し
│
現
代
社
会
に
お
け
る
レ
ジ
ャ
ー
と
旅
行
』
加
太
宏
邦
訳
、
り
ぶ
ら
り
あ
選
書
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一

九
九
五
年
、
二
四
九
頁

�

郡
山
幸
男
『
印
刷
読
本
』
印
刷
雑
誌
社
、
一
九
四
二
年

�

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
中
川
馨
「
観
光
と
写
真
│
明
治
期
の
写
真
集
に
見
る
京
都
」（
京
都
映
像
資
料
研
究
会
編

『
古
写
真
で
語
る
京
都
│
映
像
資
料
の
可
能
性
』
淡
光
社
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

�

鳥
居
が
向
こ
う
側
に
倒
れ
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
被
写
体
と
レ
ン
ズ
が
平
行
で
な
く
な
り
、
被
写
体
と
レ
ン
ズ
と
の
距
離
に
遠
近
が
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生
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

�

佐
藤
守
弘
『
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
日
本
近
代
』（「
視
覚
文
化
叢
書
」
第
三
、
青
弓
社
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
参
照
。

�

横
浜
写
真
は
、
明
治
三
三
年
﹇
一
九
〇
〇
﹈、
安
価
で
大
量
生
産
が
可
能
な
「
絵
は
が
き
」
の
民
間
販
売
が
解
禁
さ
れ
て
か
ら
衰
退
し
た
。
横
浜

開
港
資
料
館
編
『
増
補
／
彩
色
ア
ル
バ
ム
／
明
治
の
日
本
│
横
浜
写
真
の
世
界
』（
有
隣
堂
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
参
照
。

�

細
馬
宏
通
「
小
川
一
真
関
係
年
表
」（http

://w
w
w
.12
kai.com

/history/ogaw
a.htm

l

）
参
照
。

�

横
浜
開
港
資
料
館
編
『
増
補
／
彩
色
ア
ル
バ
ム
／
明
治
の
日
本
│
横
浜
写
真
の
世
界
』
前
出
、
一
三
二
頁

�

同
前
、
二
三
五
頁

�

特
殊
な
場
合
と
は
、
例
え
ば
、
直
方
体
の
建
物
の
み
を
正
面
か
ら
撮
影
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

�

明
治
一
六
年
に
、
京
都
府
が
、
府
内
の
官
国
幣
社
の
由
来
や
財
産
等
に
つ
い
て
、
内
務
省
に
報
告
し
た
文
書
の
写
し
。
な
お
、
同
じ
資
料
に
、

「
楼
門
／
桁
行
二
丈
六
尺
二
寸
／
梁
行
一
丈
四
尺
四
寸
」
と
あ
る
。

�

一
眼
レ
フ
・
カ
メ
ラ
を
視
高
一
六
〇
	
で
水
平
に
設
置
し
、
鳥
居
の
接
地
面
と
楼
門
の
接
地
面
に
、
同
じ
一
六
〇
	
の
高
さ
に
先
端
が
来
る
よ
う

に
調
節
し
た
三
脚
を
置
い
て
、
カ
メ
ラ
を
覗
け
ば
、
鳥
居
に
設
置
し
た
三
脚
と
楼
門
に
設
置
し
た
三
脚
の
先
端
と
は
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
で
一
致
し
、

か
つ
画
面
の
中
央
を
水
平
に
横
切
る
線
（
地
平
線
）
の
上
に
位
置
す
る
。




カ
メ
ラ
はTO

Y
O
FIELD

45
A
II

、
レ
ン
ズ
はSchneider

A
PO

−SY
M
M
ER

5.6/180

を
使
用
し
た
。

�

C
hris

H
eald,“V

iew
C
am
era”,2005,http

://en.w
ikipedia.org/w

iki/V
iew
_cam

era

�

北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
の
画
家
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
（A

lbrecht
D
ürer,

1471−1528

）
の
描
く
《
透
視
図
法
の
た
め
の
照
尺
装
置
》
は
、
こ

の
よ
う
な
操
作
が
、〈
ま
な
ざ
し
（
関
心
）
の
方
向
〉
と
し
て
、
絵
画
制
作
に
お
い
て
意
味
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

拙
著
『
江
戸
の
遠
近
法
│
浮
絵
の
視
覚
』
第
三
章
第
三
節
「
豊
春
の
革
新
」（
勁
草
書
房
、
一
九
九
四
）
な
ど
参
照
。



富
士
フ
イ
ル
ム
プ
レ
ゼ
ン
テ
ッ
ク
編
『FU

JIFILM
PH
O
TO

M
U
SEU

M

展
示
品
図
録：

写
し
て
遺
し
た
写
真
の
初
期
│
写
真
初
期
・
乾
板
か
ら

フ
イ
ル
ム
へ
、
小
型
カ
メ
ラ
時
代
が
始
ま
っ
た
』
富
士
フ
イ
ル
ム
、
二
〇
〇
九
年
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